
神戸徳洲会病院は2月24日、起立
性調節障害（OD）をテーマに医療講演
を行った。同疾患は、立ち上がった時
に何らかの原因で血圧が低下し、上肢
に血液が巡りにくくなる疾患。脳への
血流が悪くなると、思考力低下や判断
力低下、頭痛などが生じることがある。
また心臓への血流が悪くなると、動

ど う

悸
き

や息切れ、倦
け ん

怠
た い

感
か ん

が、腹部への血流が
悪くなると、腹痛や悪心、嘔

お う

吐
と

などが
起こることがある。とくに思春期の子
どもに見られる疾患で、朝に起きづら
くダラダラと布団の上で過ごすもの
の、午後になって元気になることもあ
り、「まるで怠けているようですが、気
合や根性だけでは、どうしようもない
疾患の症状なのです」と泉井雅史・周
産期センター長兼小児科部長。

泉井センター長が憂慮するのが、
ブレインフォグと呼ばれる認知機
能障害の症状と、起床困難の症状。
新型コロナ感染症の後遺症として
有名になったブレインフォグは、
頭がぼんやりとしてしまい、集中
して物事を考えることが難しくな
るため、学業の遅れにもつながる。
ODのなかで最も多い体位性頻脈
症候群（POTS）138人（14歳～29歳）
のうち132人がブレインフォグを
経験しているという研究結果を紹
介。また、起床困難は遅刻や不登校につながり、結果とし
て成績が落ちたり、両親や友人との関係性が悪くなったり、
なかには学校を中退してしまう子もいるという。

ODの治療は薬物療法が中心だが、日本で第一選択と
なっている薬剤が約20％の患者さんにしか効果がなかっ
たとの報告もあり、「薬物療法だけでは治りにくい」と泉井
センター長。一方、欧米では薬物療法とともに生理食塩水
の静脈注射療法が盛んに行なわれていることを紹介し、「半
数以上の方に効果があったとの報告もあり、当院では薬剤
抵抗性のある難治ODには生理食塩水静注療法によるレス
キュー的な使用も視野に入れています」。

泉井センター長自身、高校時代にODで苦しんだ経験が
あり、「ODは認知度が低く孤独な疾患です。治療には家
庭、学校、病院がODを理解し、サポートすることが大切で
す」と訴えると、思春期の子をもつ親らは真剣な表情で聞
いていた。同院にはODについて遠方からの問い合わせが
多かったため、出張講演も検討している。

名古屋徳洲会総合病院看護部は２月15日、ナラティブ発表会を
開催した。看護師が患者さんに対する経験を振り返り、自ら語っ
たり他者の発表を聞いたりすることで、患者さんとの良好な関係
づくりや看護観の醸成に結び付けるのが狙い。毎年行い、看護部
が定めるラダーレベルⅠの看護師が対象。今回は2021年に入職
した43人（新卒42人、既卒１人）が発表した。コロナ禍のためオ
ンライン参加も加えたハイブリッド形式を初採用。発表者の卒業
校教員らがWEBで見守るなど、院外からの参加も初めて試みた。

発表者は、それぞれ患者さんとのエピソードを披露しながら、
患者さんへの対応を省みたり、看護に対する思い、今後の目標な
どを吐露したりした。細谷実未看護師は「振り返りで気付いたこ
の気持ちを忘れず、2年目からも頑張ります」と笑顔。オンライン
参加の教員からは「先輩看護師や患者さんに支えられながら着実
に成長している様子が伝わる発表会でした」、「卒業生の成長が見
守れる機会をいただけることは、本校の喜びでもあります」と声
が聞かれた。乕田美幸・看護部長は「卒業校の先生方をご招待す

る企画は以前から考えていました。一緒
に成長を喜ぶことができますし、私たち
の教育に対する理解も深まると考えてい
ます」。今後は「多職種連携が重要になる
なか、交流する機会になれば」と、同期入
職の他職種による発表も検討中だ。
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野
崎
徳
洲
会
病
院
（
大
阪
府
）
の
中
嶋
啓
雄
・
乳
腺
外
科
部
長
は
２
０
２
１
年
４
月
に
入
職

し
、「
病
理
学
的
根
治
性
と
長
期
の
整
容
性
」
を
追
求
し
た
乳
が
ん
治
療
に
尽
力
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
手
術
で
は
難
易
度
が
高
く
熟
練
を
必
要
と
す
る
内
視
鏡
補
助
下
乳
房
温
存
手

術
（VA-BCS

）
を
積
極
導
入
。
同
手
術
を
安
全
で
短
時
間
に
完
結
す
る
た
め
の
手
術
装
置

「HIROTECH

」
を
開
発
（
08
年
認
可
）、
同
装
置
の
活
用
に
よ
り
、
中
腋え

き

窩か

線
や
乳
輪
縁

の
小
切
開
か
ら
内
視
鏡
補
助
下
で
安
全
か
つ
確
実
に
乳
が
ん
を
摘
出
し
、
乳
房
の
整
容
性
を

長
期
に
保
つ
種
々
の
工
夫
を
施
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

中
嶋
部
長
は
「
当
院
が
位

置
す
る
北
河
内
地
域
に
は
、

豊
富
な
経
験
と
実
績
を
も
つ

乳
腺
専
門
医
や
乳
腺
指
導
医

が
少
な
い
の
で
、
当
科
へ
の

期
待
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
最
新
・
良
質

な
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
意
気
込
む
。

乳
が
ん
の
多
く
は
浸
潤
が

ん
で
あ
る
た
め
、
適
切
な
初

期
治
療
を
し
て
も
数
年
が
経

過
す
る
と
全
身
の
あ
ら
ゆ
る

臓
器
に
転
移
・
再
発
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
患
者
さ
ん
に

最
適
な
治
療
を
提
供
す
る
た

め
に
、
野
崎
病
院
乳
腺
外
科

は
欧
米
の
「
が
ん
治
療
の
考

え
方
」
を
参
考
に
、
Ｍ
Ｕ
Ｂ

Ｃ
（M

edical Union Ove-
rcom

ing Breast Cancer

）

と
い
う
新
し
い
診
療
組
織
形

態
で
の
診
断
・
手
術
・
術
後

治
療
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｕ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ユ
ニ

オ
ン
）
は
医
師
や
ス
タ
ッ
フ

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
分
野

の
プ
ロ
と
し
て
並
列
・
迅
速

に
機
能
し
、
良
質
で
安
全
な

医
療
を
提
供
す
る
。
中
嶋
部

長
は
「
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
に

は
71
病
院
あ
り
、
優
秀
な
乳

腺
外
科
医
師
や
消
化
器
外
科

医
師
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
病
院
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
Ｍ
Ｕ
が
形
成
で
き
た

ら
、
が
ん
で
苦
し
む
患
者
さ

ん
に
大
き
な
恩
恵
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
展
望
す
る
。

乳
が
ん
治
療
の
到
達
目
標

は
、
相
反
す
る
概
念
で
も
あ

る
「
病
理
学
的
根
治
性
」
と

「
整
容
性
の
長
期
維
持
」
の

両
立
。
従
来
の
乳
が
ん
手
術

（
直
達
手
術
）
で
は
、
が
ん

の
存
在
す
る
部
位
の
直
上
皮

膚
を
切
開
し
、
直
接
肉
眼
で

が
ん
を
確
か
め
て
摘
出
す
る

が
、
こ
の
術
式
で
は
乳
房
皮

膚
表
面
に
大
き
な
傷
が
残
る
。

そ
こ
で
近
年
、
根
治
性
と
整

容
性
の
両
立
を
目
的
に
、
乳

房
温
存
手
術
や
切
除
手
術
に
、

多
様
な
形
成
外
科
的
手
技
を

導
入
す
る
「
オ
ン
コ
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
」

と
い
う
概
念
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
に
用
い
る
乳
房
再
建

用
ブ
レ
ス
ト
・
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
（
シ
リ
コ
ン
製
人
工
乳

房
）と
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー（
組

織
拡
張
器
）
は
、
13
年
7
月

に
保
険
適
用
と
な
っ
た
。
エ

キ
ス
パ
ン
ダ
ー
は
乳
房
組
織

全
体
を
拡
張
す
る
た
め
の
も

の
で
、
一
定
期
間
、
乳
房
皮

下
や
大
胸
筋
下
に
埋
め
込
む

こ
と
で
、
そ
の
後
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
挿
入
が
容
易
に
な
る
。

ま
た
、
再
建
術
を
行
う
時

期
に
よ
っ
て
、
乳
が
ん
切
除

術
と
同
時
に
行
う
手
技
を

「
一
次
再
建
」、
切
除
術
後
期

間
を
置
い
て
行
う
手
技
を

「
二
次
再
建
」
と
言
い
、
エ

キ
ス
パ
ン
ダ
ー
で
皮
膚
を
伸

ば
さ
ず
に
１
回
で
乳
房
を
再

建
す
る
方
法
を
「
一
期
再

建
」、
あ
ら
か
じ
め
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
を
挿
入
し
、
時
間

を
置
い
て
２
回
目
に
人
工
乳

房
に
入
れ
替
え
る
方
法
を

「
二
期
再
建
」
と
言
う
。

オ
ン
コ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
に
つ
い
て
中

嶋
部
長
は
、「
日
本
人
の
成

人
女
性
の
60
％
以
上
は
、
欧

米
女
性
と
違
い
皮
下
脂
肪
が

少
な
く
乳
腺
量
が
多
い
高
濃

度
乳
腺
で
あ
る
た
め
、
手
術

で
乳
腺
を
全
摘
し
て
人
工
物

を
入
れ
る
と
、
ふ
く
ら
み
は

で
き
て
も
、
左
右
対
称
の
形

を
安
定
し
て
形
成
す
る
の
は

難
し
い
。
ま
た
、
人
工
乳
房

の
外
圧
が
長
期
的
に
乳
房
皮

膚
を
内
か
ら
圧
迫
す
る
た
め
、

長
期
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
ず
、

年
数
経
つ
と
左
右
差
が
出
る

症
例
が
多
い
」
と
指
摘
す
る
。

独
自
開
発
し
た
装
置
活
用

傷
が
目
立
た
ず
回
復
早
い

そ
こ
で
中
嶋
部
長
は
、
乳

が
ん
治
療
にVA-BCS

を
積

極
導
入
。
こ
れ
は
中
腋
窩
線

や
乳
輪
縁
の
小
切
開
か
ら

「HIROTECH

」
の
ア
ー
ム
を

挿
入
し
、
内
視
鏡
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
に
よ
る
補
助
下
で
行

う
手
術
だ
。
ふ
だ
ん
は
見
え

な
い
場
所
、
あ
る
い
は
切
開

創
が
目
立
た
な
い
場
所
を
切

開
す
る
。
小
さ
な
傷
で
す
み
、

出
血
量
も
少
な
く
、
回
復
が

早
い
の
も
特
徴
。
ま
た
、
３

㎝
を
超
え
る
大
き
な
乳
が
ん

の
場
合
に
は
、
術
前
化
学
療

法
や
術
前
ホ
ル
モ
ン
療
法
で

腫し
ゅ

瘤り
ゅ
う

を
十
分
に
小
さ
く
し
て

か
らVA-BCS

を
行
う
。

中
嶋
部
長
は
、「
若
い
方

の
乳
が
ん
が
増
え
て
お
り
、

『
可
能
な
ら
自
分
の
乳
房
や

乳
首
を
失
い
た
く
な
い
、
人

工
物
を
入
れ
て
後
悔
し
た
く

な
い
』
と
、
整
容
性
の
高
い

温
存
手
術
を
希
望
さ
れ
る
患

者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
。

長
期
予
後
に
関
し
て
は
、
直

達
手
術
と
比
較
し
て
も
同
等

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
多

く
の
論
文
を
欧
米
の
一
流
誌

に
発
表
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
日
本
語
論
文
も
同
様
で

す
」
と
強
調
す
る
。

整
容
性
に
関
し
て
は
、
切

除
後
の
残
存
乳
腺
と
乳
房
の

皮
下
脂
肪
の
厚
み
に
応
じ
て

独
自
の
術
式
を
考
案
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
で
は
、
手
術
直

後
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
何

年
間
も
左
右
対
称
の
整
容
性

を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、

乳
房
の
切
除
領
域
が
大
き
く
、

残
存
乳
腺
だ
け
で
は
整
容
性

を
確
保
で
き
な
い
場
合
も
、

人
工
物
で
は
な
く
自
家
組
織

を
用
い
た
再
建
術
を
20
年
以

上
前
か
ら
実
施
。
中
嶋
部
長

が
考
案
し
た
広
背
筋
脂
肪
弁

同
時
充じ

ゅ
う

塡て
ん

再
建
術
は
、
中
腋

窩
線
の
１
本
の
手
術
創
か
ら

「
乳
が
ん
摘
出
と
広
背
筋
脂

肪
弁
の
同
時
充
塡
再
建
術
」

が
可
能
で
あ
る
た
め
、
背
中

や
臀で

ん

部ぶ

に
は
傷
が
付
か
な
い
。

同
院
は
昨
年
12
月
、
日
本

乳
房
オ
ン
コ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
学
会
の
乳

房
再
建
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー（
一

次
再
建
）
／
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

（
一
次
一
期
再
建
）
実
施
施

設
を
取
得
し
た
。
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん

に
は
、
そ
の
利
点
と
問
題
点

を
提
示
し
た
後
に
、
形
成
外

科
専
門
医
と
共
同
で
実
施
す

る
な
ど
、
多
様
な
選
択
肢
を

提
供
し
て
い
る
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
中

嶋
部
長
は
、
先
に
提
案
し
た

Ｍ
Ｕ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と

に
、「
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
病

院
で
乳
が
ん
治
療
を
実
施
し

て
い
る
多
施
設
と
協
力
し
、

お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
・

活
用
し
て
、
遺
伝
性
乳
が
ん

卵
巣
が
ん
症
候
群
（
Ｈ
Ｂ
Ｏ

Ｃ
）
の
治
療
戦
略
の
基
盤
と

な
る
研
究
を
行
え
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
の
運
用
を
安
全
に
上

手
に
行
え
ば
、
夢
物
語
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
意
欲
的
だ
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
は

「
乳
が
ん
は
手
術
を
す
れ
ば

完
治
す
る
と
考
え
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
大

き
さ
だ
け
で
な
く
、
悪
性
度

が
高
い
と
、
全
身
に
転
移
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
怖
い

病
気
で
す
。
早
期
発
見
が
重

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ほ
ん

の
少
し
の
勇
気
を
も
っ
て
、

乳
が
ん
精
密
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

患者さんとの“物語”で成長

発表者を含め92人が参加

根治性と整容性の追求に力
野崎徳洲会病院・乳腺外科

内視鏡補助下乳房温存手術を積極導入

思
春
期
の
子
を
も
つ
親
ら
真
剣

起
立
性
調
節
障
害
で
医
療
講
演

「ふだんからソルトタブ
レットなど持ち歩き水分
をよく摂るのもおすすめ」
と泉井センター長

「ほんの少し勇気をもって
乳がん精密検診を」と中嶋
部長

内視鏡補助下乳房温存手術の様子

名古屋病院看護部

ナラティブ発表会を開催

泉 井 ・ 神 戸
病院センター長

TMATがウクライナ難民支援
クラウドファンディング開始！

NPO法 人TMAT（ 徳 洲 会
医療救援隊）はウクライナ難
民支援のため、クラウドファ
ンデ ィ ングで の 寄 付 金 募 集
を開始した。ウクライナ隣国
のモルドバ共和国にある団体
を通じ、衛生資材や食料、医
療物資などを支援するのが
目 的。 募 集 期 間 は4月30日
ま で。 詳 細 は ホ ー ムペ ー ジ

（ h t t p s : / /
c o n g r a n t .
com/project
/npotmat/4
461）を参照。


